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平成２８年度青森県協同農業普及事業外部評価委員会における評価結果及び改善策

【普及指導活動の体制】

内 容 評価結果 主な意見等 普及指導活動体制の改善策

普及指導の組織体制、人 Ａ：１名 ・求められる仕事に対して人員が不足してい ・行財政改革が進む中、できるだけ現在の人

員の動向、資質向上の取 Ｂ：５名 ると感じるので、少なくとも現状の人員を 員の維持を図るとともに、引き続き、効果

組状況等 維持してほしい。 的かつ効率的な普及指導活動を行う。

・普及指導員資格試験の合格率を上げるため ・試験は、農政全般の基礎的な知識や、普及

には、新規採用職員の負担をなるべく減ら 指導手法等の内容となっているため、全て

せるような配置にしてはどうか。 の職員が合格できるよう、ＯＪＴで普及指

導手法を習得させるほか、集合研修等の充

実を図る。

・人材育成計画には、新規就農者など担い手 ・新規就農者など担い手の育成は、普及指導

の育成に係る能力の向上についても記載す 員共通の重要な課題であると認識してお

べきではないか。 り、人材育成計画において、普及指導員の

果たすべき役割の一つとして記載してい

る。

・ある年齢に達したら、希望する研修を積極 ・業務が多忙等の理由により、職員が積極的

的に受けさせることも必要ではないか。 に研修を受けない場合もあることから、積

極的に研修を受けやすい環境づくりに努め

る。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

東青地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 普及指導計画の改善策

「青天の霹靂」の生産拡 Ａ：１名 ・生産目標達成率の目標値は、安全性を見て ・生産目標は、ブランド米としての評価を高

大とブランド化の推進 Ｂ：４名 高い水準となっているが、底上げを図るよ めるために、あおもり米「青天の霹靂」ブ

Ｃ：１名 うな水準の方が望ましいのではないか。 ランド化推進協議会が設定したものであ

・生産目標達成率の目標値は、各年度とも り、作付面積が拡大しても１００％を目標

１００％となっているが、少しずつ上がっ に活動に取り組む。

ていく方がよいのではないか。

・目標項目として、生産目標達成率だけでは ・生産目標数量は、作付面積にほぼ比例する

なく、生産目標数量も追加してはどうか。 ことから、作付面積を目標項目として設定

しているため、新たな目標項目としない。

なお、良食味を目指すため、収量目標を

１０ａ当たり９俵程度と設定している。

・玄米タンパク質含有率の基準は、６．０％ ・「青天の霹靂」の出荷基準は、玄米タンパ

以下と６．４％以下の二つではなく、 ク質含有率６．４％以下と定めているが、

６．０％以下の一つだけとした方がよいの より良食味な米を生産するため、生産目標

ではないか。 を６．０％以下としており、引き続き、こ

れを目標に取り組む。

・生産目標達成率が低い原因を究明し、高め ・平成２８年産の検査実績や栽培管理記録等

るような対策をしっかりと実施し、ブラン を活用しながら、達成率が低い原因を究明

ドの水準を維持してほしい。 し、目標未達成の生産者を重点的に支援す

る。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

中南地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 普及指導計画の改善策

市場ニーズや地域特性に Ａ：１名 ・産地化やブランド化に向けた適切な数値目 ・ももの産地化を図るためには、果実品質の

応じた高品質ももの生産 Ｂ：５名 標の設定が必要ではないか。 底上げや、出荷量の拡大が重要であると認

推進 識しており、目標として糖度基準１１％以

上の規格割合８０％以上と、出荷量３００

トンを設定している。農協によっては、よ

り糖度の高い果実をプレミア商品として販

売しているので、ブランド化に向けた新た

な数値目標や、出荷量の更なる拡大につい

ては、市場動向等を見ながら検討する。

・果実の一時冷蔵保管の検証に努めてほし ・りんご研究所に試験を委託しており、更に、

い。 各農協の現有冷蔵施設を活用した実証試験

に取り組んで検証に努める。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

三八地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 普及指導計画の改善策

経営所得安定対策のフル Ａ：２名 ・収益性や組織運営への影響を考慮した課題 ・組織の経営の維持が重要となることから、

活用を目指す水田農業の Ｂ：４名 設定が必要ではないか。 新たに、経営分析を含め組織の運営に関す

確立 る課題を設定する。

・小麦以外の収量に係る目標値が低いのでは ・各組織の技術レベルと実績を踏まえ、作目

ないか。 毎に適正な収量の目標を再設定する。

・目標値を達成している項目は、次年度の目

標値を高く設定してはどうか。

・水稲の収量に係る目標値が３年間同じなの

は消極的ではないか。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

西北地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 普及指導計画の改善策

シャインマスカットの産 Ａ：４名 ・栽培面積に係る目標値をもっと上げてもよ ・シャインマスカットの産地育成に向けた取

地育成 Ｂ：２名 いのではないか。 組を強力に展開したことにより、栽培面積

の平成２８年度目標を達成したことから、

２９年度以降の目標値を引き上げる。

・関東等へ出荷する場合は、粒の大きさが評 ・２８年度から産地市場（弘果）と協議し、

価の対象となるので、品質に係る目標項目 暫定的に出荷基準を糖度１８％以上、粒の

を追加してはどうか。 大きさ１粒１５ｇ以上に設定したところで

・出荷または販売に係る目標項目を追加して あるが、ある程度生産量が増えた段階で、

はどうか。 産地育成会議で統一的な出荷基準を検討す

る。

・長期貯蔵技術の確立に係る目標項目を追加 ・新たに、長期貯蔵技術の確立を目標項目に

してはどうか。 追加する。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

西北地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 普及指導計画の改善策

産直組織等を核とした西 Ａ：２名 ・育成した女性起業家の事業継続を支える ・事業の継続や拡大を目指す女性起業家への

北産品の販売拡大 Ｂ：４名 フォローアップに係る課題を設定としては 巡回により個別に抱えている課題を把握・

どうか。 整理する。また、その解決に向けた指導・

・ネットワーク協議会員や女性起業家を自立 助言を行うとともに、支援制度の情報提供

させるような指導が必要ではないか。 や具体的なアドバイスを行う「あおもり食

品ビジネスチャレンジ相談会」に誘導する

などフォローアップ活動を新たに実施し、

女性起業家の自立を促す。

・所得が残るような起業家を育ててほしい。 ・引き続き、研修会の開催や商談機会の提供

・販路拡大として、もっとスーパー等に出て など経営や販路拡大のための指導・助言を

行ってもよいのではないか。 行う。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

上北地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 普及指導計画の改善策

牛群検定成績を活用した Ａ：２名 ・牛群検定に参加している生産者に対し、全 ・検定成績の平均値と個別成績を比較するな

飼養管理技術の向上 Ｂ：３名 体での自分の立ち位置を見えるような形で ど、それぞれの技術レベルを把握できるよ

Ｃ：１名 返せば、もっと役立つのではないか。 う、検定結果のフィードバック方法を工夫

する。

・目標項目の基準数値を明示した方が分かり ・目標項目の基準数値を示し、分かりやすい

やすいのではないか。 解説を加える。

・新規取組者や後継者への支援に係る目標項 ・畜産業における新規取組者や後継者の育成

目を追加してはどうか。 は、重要な課題であると認識しており、こ

の課題とは別に検討する。

・一般県民でもある程度分かりやすい表現に ・一般県民に普及事業を理解してもらう観点

してはどうか。 からも、できるだけ分かりやすい表現に努

めるほか、専門用語については、解説を加

える。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

上北地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 普及指導計画の改善策

野辺地葉つきこかぶの産 Ａ：１名 ・こかぶ塾の強化が必要ではないか。 ・塾生の技術向上を図るため、夏期の現地研

地力向上 Ｂ：３名 修等に加え、新たに、冬期の先進地視察研

Ｃ：２名 修や、優良農家を講師とした栽培体系の研

修を行うなど塾の活動を強化する。

・作業の軽労化も大事な視点ではないか。 ・葉つきという出荷形態であり鮮度面が重要

・労力にあった販売額を上げるような支援が 視される中で、収穫調製作業は手作業に頼

必要ではないか。 らざるを得ない状況にあるが、作業の軽労

化について、他産地の情報を収集しながら、

検討する。

・もっと県内外へ生食による味のＰＲに力を ・トップセールスや総合販売戦略課が実施す

いれてはどうか。 る宣伝活動と連携しながら、引き続き、県

・関係機関と連携した販路拡大等に係る具体 内外の量販店等で、生食できる素材の特性

的な課題設定が必要ではないか。 を前面に出した活動を展開する。

・エリアにとらわれずに、適作地の拡大によ ・商標は「野辺地葉つきこかぶ」であるが、

る生産量の確保が必要ではないか。 広域的な「ゆうき青森農協」が野辺地町に

・目標項目として、販売単価を追加してはど 限らず、東北町においても生産しており、

うか。 引き続き、この地域内で新規作付者の掘起

こしによる生産量の確保を図る。

・販売単価は市況に大きく左右され、数値目

標として適切でないことから、比較的販売

単価の高い夏季の専用品種の作付面積で評

価する。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要
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【主な普及指導計画】

下北地域県民局地域農林水産部

課 題 名 評価結果 主な意見等 普及指導計画の改善策

担い手育成と野菜生産拡 Ｂ：６名 ・次年度以降も直売所の活性化に向けた多様 ・漁業や水産加工、食品製造業など異業種と

大を通じた直売所の活性 な活動を継続してほしい。 の連携の機会の創出や、新たな出荷者の育

化 ・販売額を伸ばす方向性として、下北地域で 成・確保など直売所の活性化に向けた活動

は水産分野がよいのではないか。 を行う。

・農産物だけでなく、水産物もうまく利用し ・水産加工品等の出荷拡大による販売額の向

合っていったらよいのではないか。 上を図るため、引き続き、漁業者や漁協等

・野菜づくりの担い手を確保するためには、 と連携した取組を行う。

退職者に自家菜園から直売所に出荷しても ・新たに、異業種が連携した販売イベントや

らってはどうか。 ＰＲ活動を実施することとし、その中で、

・販売額を上げるためには、地域の異業種と 他地域との交流の実施を検討する。

の連携のほかに、他地域からのゲストを招

き、地元の交流の場とすることもよいので

はないか。

評価区分 Ａ：大いに評価できる Ｂ：概ね評価できる Ｃ：やや評価できる Ｄ：一部改善が必要 Ｅ：大幅な改善が必要


